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2）　 免疫組織化学法（IHC）の開発 : DAB IHCか
らナノ IHC（ナノ病理）へ














minal duct-lobular unit, TDLU）であることを突き止め
ました．30症例以上を対象に，連続切片は厚さ 2.5～













NIHのラボで 1978年に作成されたことを Proceedings 
of National Academy of Science, USAで知りました．そ





































Lancet （Volume 387, January 23, 2016）表紙の文章で
す．“Adjunctive ultrasonography was associated with a 
significantly higher detection rate of breast cancer than 
mammography alone.　Thus, ultrasonography could offer 
a low-cost way to increase sensitivity and detection rates 






















お わ り に
いくつかの研究とその実績を紹介しましたが，お伝
えしたいことは，研究を行うには，まず社会のニーズ
に対応すること，リサーチデザインを的確に，丁寧に
作成することです．次に，得られたデータと向かい合
い，正しく解析していくことです．もちろん，成果を
世界へ発信するためには個の力だけでは無理です．こ
れまで，優れた先輩と同僚及び若い研究員仲間という
チーム力を基に，情熱をもってがんに挑んで来ました．
しかし，まだ道半ばです．
